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共通問題  

 

 次の文章を読み,下記（1）〜（3）の設問に答えよ。 

 米シリコンバレーの起業家であるピーター・ティールは著書「ゼロ・トゥ・ワン」（本試験の課

題図書）において,「スタートアップ思考」として次のように語っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）政治や経済において, 既得権者がリスクを避けて現状が改善されない例を挙げよ。（200 字程

度） 

 

（2）「考える訓練」は起業アイデアを作るうえで重要である。日常生活, 研究, 仕事などにおいて,

具体的にどのような考える訓練をすることが起業アイデア醸成に役立つか述べよ。（300 字程

度） 

 

（3）あなたが, 従来の考え方を疑い, 現状をゼロから考え直した経験を記載せよ。日常生活, 研

究, 仕事などジャンルは問わない。（300 字程度） 
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ピーター・ティール(2014)『ゼロ・トゥ・ワン 君はゼロから何を生み出せるか』NHK 出版 

28-29 ページから一部引用。 


